
全
国
市
議
会
議
長
会

▼
５
月
14
日
の
全
国
市
議
会

議
長
会
で
の
研
修
で
は
、
調

査
広
報
部
の
方
か
ら
、
全
国

各
地
か
ら
届
い
て
い
る
議
会

だ
よ
り
の
中
か
ら
特
徴
的
な

記
事
を
紹
介
い
た
だ
き
、
先

進
的
な
市
議
会
だ
よ
り
を
多

数
閲
覧
し
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
も
の
は
、

表
紙
に
子
ど
も
の
表
情
を

使
っ
た
も
の
、
一
般
質
問
議

員
の
似
顔
絵
の
掲
載
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
ス
タ
ン
プ
マ
ー

ク
の
活
用
な
ど
で
す
。
特
集

記
事
と
し
て
は
、
「
市
議
会

傍
聴
レ
ポ
ー
ト
」
「
市
民
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
な
ど
が
特
に

目
を
引
き
ま
し
た
。
ま
た
、

各
市
の
議
会
だ
よ
り
を
実
際

に
手
に
取
る
こ
と
で
、
紙
質

や
色
使
い
な
ど
よ
く
見
て
と

れ
ま
し
た
。
参
考
に
し
た
い

議
会
だ
よ
り
は
、
さ
い
た
ま

市
、
あ
き
る
野
市
、
三
田
市

な
ど
で
す
が
、
三
市
と
も
全

体
的
に
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
の

紙
面
、
特
集
記
事
の
内
容
、

イ
ラ
ス
ト
・
余
白
の
利
用
等

が
特
徴
的
で
し
た
。

広
報
基
礎
講
座

▼
５
月
15
、
16
日
に
は
、
公

益
社
団
法
人
「
日
本
広
報
協

会
」
主
催
の
広
報
基
礎
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。
主
な
講

義
内
容
は
、
「
広
報
写
真
の

撮
り
方
と
活
用
法
」
「
企

画
・
取
材
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

「
効
果
的
な
編
集
と
レ
イ
ア

ウ
ト
」
な
ど
で
す
。

　

帰
着
後
の
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
で
は
、
以
下
の
点
を

取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
の
意

見
集
約
を
行
い
ま
し
た
。

「
箇
条
書
き
の
よ
う
に
一
つ

の
事
を
一
つ
の
文
章
で
書

く
」
「
答
弁
の
字
数
を
減
ら

し
、
何
が
決
ま
っ
た
か
を
明

確
に
す
る
」
「
若
い
方
々
を

対
象
と
し
た
も
の
を
記
事
と

し
て
取
り
上
げ
る
」
「
表
紙

の
写
真
は
、
内
容
と
合
致
す

る
も
の
を
使
用
す
る
」
「
余

白
を
余
白
と
し
て
残
す
」

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
す

る
」
「
キ
ャ
ラ
と
ス
タ
ン
プ

を
活
用
す
る
」
「
予
測
が
可

能
な
文
書
で
書
く
」
な
ど
で

す
。
次
号
に
つ
な
が
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
入
れ
て
、
次
も
読

み
た
い
、
ひ
い
て
は
実
際
に

議
会
に
足
を
運
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
に
仕
上
げ
て
い
こ
う

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
松
本
市
立
病
院
運
営
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

長
野
県
松
本
市

▼
開
設
60
年
を
迎
え
た
歴
史

あ
る
病
院
で
、
運
営
方
式
は

市
の
直
営
方
式
で
し
た
。
病

院
長
を
先
頭
に
、
様
々
な
課

題
に
全
職
員
で
取
り
組
み
、

患
者
中
心
の
「
満
足
と
安
心
」

の
医
療
、「
権
利
と
安
全
」

に
配
慮
し
た
医
療
の
推
進
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
医

療
」
と
の
理
念
の
も
と
、
市

民
の
要
望
・
要
請
に
合
わ
せ

た
事
業
が
導
入
さ
れ
、
夜
間
・

救
急
診
療
に
お
い
て
は
、
３

６
５
日
、
24
時
間
体
制
で
非

常
勤
を
含
む
34
人
の
医
師
で

実
施
と
の
こ
と
で
し
た
。
公
・

私
立
病
院
間
の
連
携
や
信
州

大
学
医
学
部
と
の
連
携
（
信

州
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
の
活

用
）
等
、
各
病
院
の
連
携
を

通
し
、
市
民
・
患
者
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
地
域
医
療
の
拡

充
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

「
文
京
区
ひ
き
こ
も
り
等

自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
」

東
京
都
文
京
区

▼
文
京
区
で
は
、
利
用
勝
手

が
悪
か
っ
た
窓
口
を
一
本
化

し
、
15
歳
～
39
歳
の
年
齢
層

の
自
立
に
向
け
て
の
総
合
支

援
を
始
め
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
該
事
業
は
、
事
業
実
施

の
受
け
皿
と
な
る
委
託
業
者

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
が
重
要

と
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、

人
材
供
給
可
能
な
社
会
的
資

源
（
区
内
大
学
等
）
と
の
連

携
も
充
実
し
、
当
該
事
業
に

関
係
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
・
育
成
・
活
用
・
連
携
が

推
進
で
き
る
環
境
で
し
た
。

「
府
中
市
ご
み
減
量
・
リ
サ  

イ
ク
ル
推
進
に
つ
い
て
」

東
京
都
府
中
市

▼
当
該
事
業
は
、
有
料
化
・

戸
別
収
集
・
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

廃
止
の
三
点
セ
ッ
ト
と
し
、

平
成
22
年
２
月
か
ら
新
た
な

取
り
組
み
で
始
ま
っ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

霧
島
市
で
は
、
ご
み
の
有

料
化
に
つ
い
て
、
全
国
に
先

駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
袋

の
収
益
は
、
本
市
の
歳
入
と

し
て
は
計
上
さ
れ
ず
、
外
郭

団
体
の
歳
入
と
し
て
処
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
の

現
状
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
で
の
運
用
で
、
場
所
の
選

定
、
高
齢
化
に
伴
う
不
便

さ
、
施
設
周
辺
環
境
の
悪
化

等
の
要
望
・
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

今
後
、
府
中
市
の
よ
う
に

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
目
標
を
も
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
市
全
体
と
し
て
の
削

減
量
は
大
き
な
数
字
で
も
、

１
人
当
た
り
の
目
標
値
は
、

達
成
で
き
な
い
数
字
で
は
な

い
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
ご

み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
等

は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
重

要
な
行
政
の
責
務
で
す
。
市

民
と
行
政
と
の
協
働
に
お
い

て
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
化
・
循
環
型
社
会
の
構
築

が
具
体
化
し
て
く
る
と
確
信

し
ま
し
た
。

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

自
治
会
加
入
率
は
地
域
で
違

う
が
、
市
平
均
で
も
約
６
割

し
か
な
い
。市
が
一
部
助
成

す
る
制
度
を
新
設
し
、
自
治

会
加
入
者
の
負
担
を
軽
減
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

本
市
の
防
犯
灯
は
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
基
本
的
な
考
え
か
ら
、
地

区
自
治
公
民
館
や
自
治
会
単

位
で
管
理
・
負
担
し
て
い
る
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
で
、
加

入
率
の
低
下
や
居
住
者
の
減

少
な
ど
、
自
治
会
等
の
財
政

状
況
も
厳
し
く
な
り
、「
防

犯
灯
の
電
気
使
用
料
負
担
が

大
変
だ
」と
の
声
も
あ
る
。

　

県
内
に
は
、
防
犯
灯
の
電

気
使
用
料
を
助
成
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
の
で
、
経
緯
・

内
容
等
を
調
査
し
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
れ

ば
良
い
か
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
水
田
利
用
の
再
編
に
つ
い
て

問　

平
成
32
年
の
合
併
特
例

措
置
終
了
後
、
お
お
よ
そ
１

０
０
億
円
規
模
の
歳
出
削
減

が
求
め
ら
れ
る
。
現
状
に
お

い
て
は
、
合
併
後
決
算
額
は

増
加
し
て
い
る
が
、
将
来
的

に
安
定
し
た
財
政
運
営
に
つ

い
て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

霧
島
市
経
営
健
全
化
計

画
に
お
い
て
、
予
算
規
模
の

適
正
化
、
市
債
残
高
の
縮
減
、

基
金
の
涵
養
の
３
点
を
重
点

事
項
と
し
て
い
る
。
適
切
な

財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も

に
、
予
算
編
成
の
基
本
方
針

４
項
目
の
徹
底
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
活
用
等
、
予
算

と
総
合
計
画
の
連
動
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

総
合
的
な
危
機
管
理
に
つ
い
て

問　

災
害
対
策
基
本
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
本
市
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
及
び
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
と
防
災

行
政
無
線
と
の
連
動
シ
ス
テ

ム
の
進　

状
況
に
つ
い
て
問

う
。

答　

改
正
後
の
地
域
防
災
計

画
で
は
、
市
民
の
責
務
、
事

業
所
の
責
務
が
新
た
に
明
記

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
策

定
も
、
来
年
３
月
末
ま
で
に

完
了
し
た
い
。　
　

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線

の
接
続
は
、本
年
度
、国
分
、

隼
人
地
区
を
予
定
し
て
お

り
、
他
地
区
は
接
続
設
計
を

計
画
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
小
・
中
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て

問　

本
市
で
は
、
防
犯
灯
が

普
及
し
て
、
市
全
体
を
明
る

く
照
ら
し
、
市
民
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
る
。

　

防
犯
灯
の
恩
恵
は
、
市
民

全
員
が
受
け
て
い
る
が
、
防

犯
灯
の
電
気
使
用
料
金
は
、

自
治
会
加
入
者
の
会
費
で
負

担
し
て
お
り
、
自
治
会
等
の

防
犯
灯
の
電
気
使
用

料
金
を
一
部
助
成
す

る
考
え
は
な
い
か

中馬　幹雄 議員

今
後
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
市
の
見
解

を
問
う

時任　英寛 議員

か
ん
よ
う

議会棟の１階入口からお入りください

❶❶

エレベーターで４階へ昇ります

❷❷

通路を奥までお進みください

❸❸

受付で住所と名前をご記入ください

❹❹

傍聴席は68席あります
（一般席61、記者席７、車いすスペース３）

❺❺

傍聴席から見た議場です

❻❻

広
報
広
聴
委
員
会

環
境
福
祉
委
員
会

防犯灯

府中市リサイクルプラザ


